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令和５年度 第６回 昭島市社会教育委員会議・要点録 

 

開催日時／会 場 令和５年９月 28 日（木）午後７時 00 分～８時 48 分 602 会議室＋Weｂ会議 

出席者 谷部議長、松本副議長、小原委員、前川委員、指田委員、小池委員、齋藤

委員、二ノ宮リム委員、信國委員、石川委員 

     事務局 塩野社会教育課長、川崎社会教育係長、中本主任、（渡邊係長） 

                                                      

１ 開 会 

＜配付資料＞ 

資料１ 第 65 回全国社会教育研究大会宮崎大会第５分科会事例発表資料 

資料２ 令和５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第３ブロック研修会関係資

料 

資料３ 令和５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第２ブロック研修会関係資

料 

・昭島市月間行事予定表 10 月 

 

２ 報 告 

（１）令和５年度第 65 回全国社会教育研究大会宮崎大会第５分科会事例発表について                 

（資料１） 

 ※委員より報告 

 

（２）令和５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会他ブロック研修会について（資料２） 

    ※事務局より資料の説明 

 

（３）その他 

※委員より、いきいき健康フェスティバルの参加報告 

 

３ 協 議 

（１）令和５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第２ブロック研修会について（資料３） 

    ※事務局より資料の説明 

議 長  渋谷先生から提案のあったテーマについて、＜自分の「願い」を知り、互いの「願い」

をわかちあう＞であるがいかがか。 

委 員  先日、渋谷先生のワークショップに参加された委員さんの感想を聞かせていただきた

い。 

委 員  他市からも参加されていて学ばせていただいた。このテーマで良いと思う。 

議 長  カードを使い対話をした。相手とコミュニケーションをとる手段として、こういった

方法があるという捉え方をした。社会教育委員がファシリテーターとして重要であるこ

とをあきしま会議を通じて感じているが、初めは自信がなかったが、回を重ねる中で、

話を進めるためのテクニックは必要であると感じていて、そういった意味では、一つの



2 

 

きっかけを作り、事例として学べると感じた。 

     それと同様のことをするのかは不明だが、社会教育委員にとっては勉強になると思う。

タイトルもこのタイトルで良いと思う。 

委 員  参加している人がいきいきしていた。渋谷先生のアプローチは、参加者が心の奥底に

思っていることをカードを使って自分自身を理解することにより、対話することにより

生じる問題やコミュニケーションの仕方なども自分を知ることにより相手に伝えたい

ことや伝え方が違ってくるというもの。これは社会教育でつながることや対話を大切に

考えてきたことからすると、この研修に参加し対話をするということはこういうことか

と知ることで、参加者が地域の方々や家族との対話が次のステップに進むことができる

と思う。NVC にもつながっていく。 

委 員  資料の記載についてだが、ワークショップの内容がわかるよう、講演と対話のワーク

ショップとしたらどうか。 

議 長  テーマは＜自分の「願い」を知り、互いの「願い」をわかちあう＞とし、内容は・講

演・対話のワークショップとする。 

事務局  研修概要についてはグループワークからワークショップに変更する。変更内容につい

ては講師に確認する。 

委 員  講師のプロフィールについては行政の仕事も多くしているので、教育目線のプロフィ

ールに変更してはどうか。 

事務局  修正し、確認する。また、前回の司会者及び進行を社会教育委員さんが担っている。 

議 長  司会は指田委員にお願いする。 

 

（２）令和５年度自主研修について 

議 長  コロナ禍で中止していた自主研修であるが、当初は１泊２日で小田原市と清水市の指

定管理の施設を視察する計画であった。昨年は小田原市で日帰り研修を実施することに

したが中止となった。自主研修であるので宿泊費等は自己負担となる。 

     自主研修を実施するか否かをお伺いしたい。 

委 員  日帰りで良いのでは。 

委 員  今年度ではなく来年度でもいいのだが、テーマとして、若者支援や若者会議、若者理

解など、若者向けの社会教育活動が活発な地域や団体もいろいろなところがあると思う。

今回は指定管理制度の問題点がいくつか挙がっているが、今のあきしま会議を考えると、

次はそれが良いかと思う。 

委 員  市の施設でありながら、直営と指定管理で対応が異なることもあるので、他市がどの

ように運営しているのか視察をしたい。 

議 長  市に意見するには、他市の状況も把握しないと説得力がない。 

     他に視察先の候補はあるか。ないようであれば、例年２月に実施しているので一昨年

度と同内容で小田原市で日程調整を始めていただきたい。 

事務局  令和３年度は小田原市、日帰りで市民学校の視察を考えていた。 

議 長  市民学校ではなく、令和元年度に予定していた小田原市民交流センターUMUKO を視察

したい。事務局には諸々の日程調整をお願いしたい。 
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議 長  本日はこれにて閉会とする。 

 

次回  10 月 26 日（木）午後 7時より 204 会議室+Web 会議 

11 月 20 日（月）午後 7時より 204 会議室+Web 会議 

12 月 18 日（月）午後７時より 602 会議室+Web 会議 

 


